
自
治
労
連
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

青
年
部
は

12

月
６
～
７
日

「
青
年
四
国
交
流
会
」
を
香

川
県
高
松
市
で
開
催
し
、
四

国
４
県
か
ら
２
日
間
の
べ

47

人
が
参
加
。
四
国
青
年
部
を

中
心
に
実
行
委
員
会
を
結
成

し
「
青
プ
ロ
四
国
」
の
次
の

企
画
へ
議
論
と
準
備
を
進
め
、

今
回
開
催
に
至
り
ま
し
た
。

１
日
目
は
『
レ
ク
交
流
』

と
し
て
、
か
わ
な
べ
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
開
催
。

山
田
実
行
委
員
会
事
務
局
長

（
愛
媛
）
は
「
四
国
４
県
で

ま
た
来
た
い
と
思
え
る
よ
う

な
交
流
を
し
ま
し
ょ
う
」
な

ど
あ
い
さ
つ
。
当
日
７
班
に

分
か
れ
、
４
つ
の
競
技
①
バ

レ
ー
ト
ス
対
決
、
②
お
絵
描

き
伝
言
ゲ
ー
ム
、
③
イ
ン
ト

ロ
ド
ン
、
④
○
✕
ク
イ
ズ
で

交
流
。
各
競
技
の
１
位
に
は

賞
品
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

レ
ク
後
に
宿
泊
先
へ
移

動
、
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン

を
貸
し
切
っ
て
の
『
交
流

会
』
を
実
施
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
サ
ン
ポ
ー
ト

ホ
ー
ル
高
松
で
『
３
つ
の
分

科
会
』
を
開
催
。
①
ク
レ
ー

ム
応
対
研
修
、
②
避
難
所
運

営
ゲ
ー
ム
（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）
、
③

徳
島
県
の
最
低
賃
金
＆
職
場

の
悩
み
相
談
会
を
実
施
。
①

ク
レ
ー
ム
応
対
で
は
、
対
応

の
原
則
や
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
、

討
論
や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
演
習

を
し
ま
し
た
。
②
避
難
所
運

営
ゲ
ー
ム
で
は
、
香
川
県
防

災
士
会
の
協
力
で
、
ア
ド
バ

イ
ス
も
受
け
な
が
ら
「
Ｈ
Ｕ

Ｇ
」
を
実
施
。
③
徳
島
県
の

最
低
賃
金
に
つ
い
て
、
徳
島

労
連
の
森
口
事
務
局
長
が
講

演
。
昨
年
の
徳
島
県
で
の
最

低
賃
金
引
き
上
げ
の
状
況
な

ど
を
伺
い
、
講
演
後
に
「
職

場
の
悩
み
相
談
会
」
を
行
い

ま
し
た
。
『
遊
び
、
学
び
、

交
流
す
る
、
よ
か
っ
た
で
す
』

な
ど
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

11月

29日
・

30日
、
自
治

労
連
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
は
徳
島

市
で
「
第

37回
定
期
総
会
」

「
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
共
済
学
校
」

を
開
催
し
、
４
県

24単
組

49

人
（
翌
日
共
済
学
校
と
あ
わ

せ
て

65人
…
愛
媛

15・
香
川

３
・
徳
島

24・
高
知

19・
本

部
来
賓
４
）
が
参
加
。
■

29

日
午
前
中
《
部
評
総
会
・
交

流
会
》
は
、
①
青
年
部
総
会
、

②
現
業
評
総
会
、
③
町
村
職

部
会
総
会
、
④
女
性
部
交
流

会
、
⑤
医
療
介
護
交
流
会
、

⑥
組
織
強
化
拡
大
交
流
会
を

実
施
。
■
午
後
《
学
習
会
》

で
は
、
自
治
労
連
本
部
・
小

原
徹
也
中
執
が
「
『
対
話
と

学
び
あ
い
』
を
職
場
か
ら
広

げ
、
要
求
闘
争
と
一
体
で
組

織
の
強
化
・
拡
大
を
す
す
め

よ
う
」
と
学
習
講
演
。

■
《
定
期
総
会
》
で
は
、
小

原
本
部
中
執
と
白
川
よ
う
子

参
議
院
議
員
が
来
賓
あ
い
さ

つ
。
細
川
事
務
局
長
が
活
動

経
過
と
会
計
決
算
を
報
告
。

森
賀
議
長
が
活
動
方
針
・
会

計
予
算
提
案
で
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
協
議
会
の
役
割
は
、
ブ
ロ
ッ

ク
内
の
統
一
行
動
や
共
同
事

業
の
実
施
、
地
方
の
共
通
す

る
要
求
の
実
現
の
援
助
や
産

別
統
一
を
強
め
る
連
絡
調
整

と
し
、
○
愛
媛
・
高
知
・
徳

島
の
地
方
組
織
の
役
割
と
組

織
強
化
拡
大
、
○
香
川
で
の

組
織
拡
大
と
地
方
組
織
の
確

立
、
○
部
評
や
職
種
別
交
流

企
画
な
ど
ブ
ロ
ッ
ク
特
定
事

業
の
推
進
、
○
３
・
５
春
闘

中
央
行
動
に
あ
わ
せ
た
「
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
総
務
省
要
請
」

（

10年
以
上
前
か
ら
毎
年
実

施
）
に
職
場
・
地
域
の
要
求

を
反
映
す
る
こ
と
な
ど
提
起
。

討
論
で
は
、
午
前
中
の
部
評

総
会
・
交
流
会
報
告
な
ど
が

あ
り
、
議
案
承
認
・
役
員
改

選
を
行
い
ま
し
た
。

■

30日
《
共
済
学
校
》
で
は
、

は
じ
め
に
樫
尾
自
治
労
連
共

済
専
務
理
事
が
「
自
治
労
連

共
済
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
の

と
り
く
み
」
に
つ
い
て
報
告
。

続
い
て
長
尾
共
済
四
国
担
当

書
記
が
「
自
治
労
連
共
済
の

し
く
み
」
と
し
て
、
組
織
・

個
人
・
火
災
共
済
等
に
つ
い

て
説
明
。
支
所
の
共
済
拡
大

の
実
践
と
組
織
強
化
と
し
て
、

高
知
県
土
佐
町
職
労
の
長
尾

委
員
長
が
「
土
佐
町
職
で
の

特
別
重
点
支
援
措
置
の
と
り

く
み
」
に
つ
い
て
、
愛
媛
県

本
部
の
森
賀
委
員
長
・
國
廣

書
記
が
「
単
組
で
の
県
本
部

も
協
力
し
て
の
共
済
説
明
会
」

の
と
り
く
み
を
報
告
。
■
午

後
か
ら
共
済
実
務
交
流
と
し

て
「
『
自
治
労
連
共
済
加
入

説
明
会
』
で
、
５
分
で
ど
ん

な
説
明
を
す
る
か
」
午
前
の

話
も
踏
ま
え
、
６
つ
の
班
で

話
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
共
済

加
入
を
訴
え
ま
し
た
。
自
治

労
連
共
済
の
優
位
性
・
特
徴

を
と
ら
え
た
説
明
、
聞
い
て

も
ら
え
る
工
夫
な
ど
も
見
え

る
プ
レ
ゼ
ン
と
な
り
、
自
治

労
連
共
済
の
良
さ
が
明
確
に

な
り
、
説
明
・
話
し
方
等
も

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

（１） 第５８７号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２５年 １２月２５日

第 ５８７ 号

日 程

【12月】

20 県本部拡大執行委員会・

県本部組織財政対策委員会

愛媛労連執行委員会

22 宇和島市職連絡協議会

26 県本部現業評県教育委員

会・学校給食担当課要請

【１月】

９ 2026新春合同旗びらき

（松山市コミセン）

12 学校図書館・公共図書館

の充実を求めるつどい

17 県本部拡大執行委員会

県本部組織集会

愛媛労連執行委員会

23 自治労連中央委員会

（愛知～24）

31 愛媛労連中央委員会

（松山市コムズ）

【２月】

７ 自治体非正規・公務公共

全国交流集会（兵庫～８）

13 自治労連共済学校

（滋賀～14）

14 県本部中央委員会

県本部労安学習会

バレートス対決

山田事務局長

イントロドン

交流会

クレーム応対研修

ＨＵＧ

徳島県最低賃金＆職場の悩み相談会



今
治
水
道
労
組
は

11月

28

日
、
第

74回
定
期
大
会
を
開

催
し
組
合
員

15人
が
参
加
。

河
上
委
員
長
が
「
地
域
に
水

を
届
け
続
け
る
、
水
道
事
業

を
将
来
に
つ
な
げ
る
た
め
、

み
ん
な
で
団
結
し
て
い
こ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。
１
年
間
の
特

徴
で
は
、
○
土
木
職
の
高
卒

採
用
募
集
を
実
施
さ
せ
た
、

○

10月
ス
タ
ー
ト
の
勤
務
時

間
管
理
シ
ス
テ
ム
で
「
平
日

時
間
外
勤
務
の
開
始
時
刻
」

が

17時

15分
か
ら
と
な
っ
た

こ
と
な
ど
を
報
告
。
活
動
方

針
で
、
①
市
民
に
喜
ば
れ
安

心
さ
れ
る
水
道
事
業
と
職
場

を
め
ざ
す
、
②
循
環
型
の
要

求
活
動
を
す
す
め
る
、
③
み

ん
な
が
加
入
し
支
え
る
水
道

労
組
を
め
ざ
す
な
ど
提
案
し
、

全
て
の
報
告
・
議
案
を
承
認
。

終
了
後
、
懇
親
会
で
交
流
し

ま
し
た
。

松
山
市
職
労
は
「
給
与
改

定
の
要
求
書
」
に
も
と
づ
き

12月
１
日
団
体
交
渉
を
実
施
。

組
合
は
「
高
齢
層
の
本
俸
改

定
な
し
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、

見
直
し
を
求
め
る
」
な
ど
、

や
り
と
り
し
ま
し
た
が
物
別

れ
に
。

12月
５
日
労
使
協
議

で
は
、
「
国
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
松
山
市
の
独
自
給
料

表
を
維
持
す
る
」
回
答
を
受

け
、
持
ち
帰
り
。

12月
８
日

執
行
委
員
会
で
、
団
体
交
渉

と
労
使
協
議
の
経
過
と
結
果

を
報
告
し
改
善
点
と
課
題
を

確
認
。
同
時
に
、
給
与
改
定

交
渉
の
前
段
で
、
再
任
用
職

員
と
会
計
年
度
職
員
の
年
収

逆
転
解
消
の
課
題
が
解
決
し

た
こ
と
も
再
確
認
。
「
執
行

部
と
し
て
粘
り
強
く
要
求
し

た
こ
と
は
評
価
で
き
る
」
な

ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

11月

22～

23日
、
伊
予
市

で
の
「
全
労
連
四
国
第

25回

働
く
も
の
の
学
習
交
流
集
会
」

に
四
国
４
県
な
ど
か
ら

31人

が
参
加
。
『
だ
か
ら
労
働
組

合
～
生
活
・
平
和
・
〇
〇
』

を
テ
ー
マ
に
「
職
種
や
地
域

を
超
え
て
つ
な
が
ろ
う
！
仲

間
と
交
流
し
、
運
動
の
ヒ
ン

ト
を
一
緒
に
探
ろ
う
！
」
と

開
催
。

22日
は
ま
ず
会
場
に

集
ま
っ
て
、
ア
イ
ス
ブ
レ
イ

ク
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
次
に

「
モ
ル
ッ
ク
」
で
レ
ク
交
流
。

独
自
ル
ー
ル
と
し
初
心
者
も

楽
し
く
参
加
で
き
ま
し
た
。

レ
ク
の
後
は
、
夕
食
会
と
交

流
会
を
行
い
ま
し
た
。
２
日

目
全
体
会
で
は
、
小
松
康
則

さ
ん
（
大
阪
府
職
労
委
員
長
）

が
「
労
働
組
合
っ
て
何
だ
ろ

う
？
お
互
い
に
考
え
、
話
し

合
っ
て
み
よ
う
」
と
、
グ
ル
ー

プ
討
論
を
交
え
な
が
ら
自
身

の
経
験
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
「
小
松
さ

ん
の
話
で
今
の
労
組
に
必
要

な
こ
と
や
や
れ
る
イ
メ
ー
ジ

を
も
て
た
！
」
な
ど
の
感
想

も
あ
り
ま
し
た
。

西
予
市
職
労
は

11月

21日
、

学
習
交
流
会
「
い
も
た
き
ナ

イ
ト
」
を
市
職
連
と
合
同
で

開
催
し
、
自
治
労
連
と
市
職

連
の
組
合
員

15人
が
参
加
し

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
こ
の

間
「
職
員
給
与
カ
ッ
ト
」
へ

の
対
応
に
両
組
合
が
協
力
・

連
携
し
て
と
り
く
み
、
慰
労

と
交
流
を
兼
ね
て
初
め
て
の

交
流
会
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

和
気
県
本
部
書
記
長
が
「
今

こ
そ
労
働
組
合
！
」
と
題
し

て
、
職
員
給
与
カ
ッ
ト
、
病

院
等
の
民
営
化
な
ど
を
例
に

労
働
組
合
の
存
在
意
義
と
重

要
性
を
伝
え
激
励
。
交
流
で

は
、
中
山
書
記
次
長
お
手
製

の
「
い
も
た
き
」
と
「
も
つ

鍋
」
を
囲
み
に
ぎ
や
か
に
交

流
。
今
後
も
両
組
合
が
さ
ら

に
協
力
体
制
を
強
化
で
き
る

よ
う
情
報
共
有
と
交
流
を
深

め
な
が
ら
要
求
前
進
に
向
け

共
闘
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

宇
和
島
市
職
は

11月

26日
、

人
事
院
勧
告
と
ボ
ー
ナ
ス
、

定
期
預
金
に
つ
い
て
の
学
習

会
を
開
催
し
９
人
（
う
ち
未

加
入
者
３
人
）
が
参
加
。
前

半
は
柳
川
委
員
長
が
人
事
院

勧
告
と

11月
団
体
交
渉
で
の

人
事
院
勧
告
で
の
改
善
と
駐

車
場
代
の
通
勤
手
当
新
設
の

状
況
に
つ
い
て
の
回
答
を
報

告
。
後
半
は
講
師
に
四
国
労

働
金
庫
宇
和
島
支
店
の
大
西

氏
を
迎
え
、
資
産
形
成
に
つ

い
て
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

資
産
形
成
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
が
あ
り
、
自
身
の
状
況

や
目
的
に
合
わ
せ
て
選
ぶ
こ

と
が
大
切
、
株
式
投
資
・
投

資
信
託
・
定
期
・
積
立
定
期
、

国
債
な
ど
に
つ
い
て
説
明
さ

れ
、
１
人
ひ
と
り
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
に
合
わ

せ
て
、
自
分
に
と
っ
て
ど
の

よ
う
な
資
産
形
成
が
大
切
か

を
考
え
る
良
い
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。

12月
３
日
、
県
公
務
員
共

闘
会
議
定
期
総
会
が
行
わ
れ
、

23人
（
自
治
労
連

11人
）
が

参
加
。
加
藤
議
長
の
開
会
あ

い
さ
つ
に
続
い
て
、
愛
媛
春

闘
共
闘
の
今
井
議
長
が
来
賓

と
し
て
あ
い
さ
つ
。
学
習
と

し
て
公
務
労
組
連
絡
会
の
香

月
事
務
局
長
が
「
職
場
の
要

求
と
公
務
労
組
の
役
割
ー
誇

り
を
持
っ
て
笑
顔
で
働
き
続

け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
」
の

テ
ー
マ
で
講
演
。
経
過
報
告

で
は
、
県
・
県
教
育
委
員
会
・

県
人
事
委
員
会
へ
の
要
請
・

署
名
提
出
な
ど
を
報
告
。
運

動
方
針
で
は
、
①
県
・
県
教

委
・
人
事
委
へ
の
要
請
、
②

公
務
労
組
３
産
別
で
の
情
報

交
換
を
通
じ
て
の
要
求
前
進

な
ど
を
提
案
し
、
討
論
・
発

言
を
受
け
て
各
報
告
・
提
案

を
確
認
。
新
役
員
を
選
出
し

総
会
宣
言
を
採
択
。
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
会
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

■
暑
い
日
が
続
く
と
思
え
ば

急
に
寒
く
な
り
年
々
秋
服
と

春
服
の
出
番
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

（
新
居
浜
・
紀
伊
）

■
今
年
は
暖
か
い
日
が
多
く
、

本
当
に
秋
？
冬
？
と
思
う
程
、

比
較
的
過
ご
し
や
す
く
寒
が

り
の
私
に
と
っ
て
は
あ
り
が

た
い
気
候
で
し
た
。
寒
が
り

な
の
で
１
日
で
も
暖
か
い
日

が
続
く
と
う
れ
し
い
で
す
。

体
調
に
気
を
つ
け
て
、
良
い

年
を
迎
え
た
い
で
す
。

（
今
治
・
木
村
）

■
買
い
物
に
出
る
と
も
う
ク

リ
ス
マ
ス
、
お
正
月
の
気
配

が
…
。
つ
い
こ
の
間
ま
で
暑

い
暑
い
と
大
汗
を
か
い
て
い

た
の
に
…
。
さ
あ
小
掃
除
を

始
め
な
い
と
間
に
合
わ
な
い

ぞ
と
思
う
ば
か
り
の
今
日
こ

の
頃
で
す
。

（
今
治
・
倉
谷
）

■
最
近
の
子
ど
も
た
ち
の
流

行
の
話
に
つ
い
て
い
け
ず
、

老
い
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃

で
す
。
昔
よ
く
自
分
の
親
た

ち
が
最
近
の
流
行
は
よ
く
わ

か
ら
ん
と
言
っ
て
い
た
の
が
、

身
に
し
み
て
わ
か
り
ま
す
。

（
新
居
浜
・
伊
藤
）

■
新
居
浜
ふ
る
さ
と
観
光
大

使
で
も
あ
る
鴻
上
尚
史
さ
ん

の
就
任
当
時
、
自
分
は
ま
だ

市
職
員
で
は
な
か
っ
た
け
ど
、

大
使
に
就
任
の
ニ
ュ
ー
ス
に

は
興
奮
し
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き

ふ
る
さ
と
新
居
浜
を
応
援
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

（
新
居
浜
・
大
坪
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５８７号

２０２５年 １２月２５日

■
５
８
５
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
コ
ウ
カ
ミ
シ
ョ
ウ
ジ
」

（
鴻
上
尚
史
）
で
し
た
。
正

解
は

10通
で
し
た
。
正
解
者

の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま

す
。
（
敬
称
略
）

藤
代
大
樹
（
西

予
）

木
村
朱
里
（
今

治
）

伊
藤
朝
美
（
新
居
浜
）

倉
谷
剛
志
（
今

治
）

紀
伊
知
実
（
新
居
浜
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
１
月

27日
【
発

表
】
５
８
９
号
（
２
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①数が少ししかない。貴重な

④寄らば○○○○の陰

⑦宴会や集会を盛り上げる遊びや出し物

⑧貨物を運ぶこと。鉄道利用運送事業

⑨高貴な家柄の男子。貴族の若い男子

【タテのカギ】

①打楽器の一。二枚を打ち合わせて音を出す

②水が蒸発してできた気体

③（単位）10億分の1、記号n

⑤雪国の伝説で、雪の日に現れる童形の妖怪

⑥蒔絵に用いる漆

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
８
文
字
で

あ
る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

に
し
て
下
さ
い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


